
（３）情報モラル関連用語・サイト

関連用語解説（抜粋）

(1) 情報教育に関する用語

① 情報モラル

情報社会で必要とされる倫理のこと。平成20年６月に公開された小学校学習指導要領

解説総則編と中学校新学習指導要領解説総則編，及び平成21年７月に公開された高等学

校学習指導要領解説総則編では，「情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方

と態度」のことであると述べられています。また，具体的な情報モラルとして次の３点

が示されています。

1) 他者への影響を考え，人権，知的財産権など自他の権利を尊重し情報社会での行

動に責任をもつこと。

2) 危険回避など情報を正しく安全に利用できること。

3) コンピュータなどの情報機器の使用による健康とのかかわりを理解すること。

② 情報モラル教育

情報社会に生きる全ての人々が情報モラルを身に付ける必要があります。情報モラル

教育はそのための教育のことであり，対象は児童生徒だけに限りません。

③ 情報モラル指導

本研究においては，情報モラル教育に関する児童生徒への指導のことを特に情報モラ

ル指導と呼びます。

(2) インターネットや携帯電話に関する用語

① Web（ウェブ）

和訳するとクモの巣のことであるが，情報社会においてはＷＷＷ（World Wide Web）

のこと，つまりホームページを提供するサービスを意味します。

② サイト（Site）

和訳すると用地のことであるが，情報社会においてはサービスを提供するサーバを意

味します。例えば，ウェブサイト（Web Site）と言えば，ホームページを提供するサー

バのことを意味しますが，単にサイトとも表記されます。本研究においても，単にサイ

トと表記した場合，ブログ（（４）①参照）やプロフ（（４）②参照）などのホームペ

ージを意味します。

③ ＵＲＬ（Uniform Resource Locator）

インターネットにおけるアドレスの表示方法のこと。例えば，秋田県総合教育センタ

ーのＵＲＬは，http://www.akita-c.ed.jp/ となる。



④ ブラウザ（Browser）

インターネットを介してホームページなどを閲覧するためのソフトウェアのこと。

⑤ ＳＭＳ（Short Message Service）

ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）は，携帯電話の電話番号に送信できる簡易メ

ール機能のことです。携帯電話でインターネットメールが利用できるようになる前から，

利用されていました。現在でも利用することができます。電話番号が不明でも，０９０

や０８０で始まる適当な番号へ送信することも可能です。そのため，架空請求（詐欺の

一種，後述）に利用されることもあり，注意が必要です。

(3) 情報技術に関する用語

① メディア（Media）

媒体のこと。例えば，マスメディアと言えば，新聞やテレビなどの大衆媒体を意味し

ます。また，ＤＶＤビデオのメディアと言えば，ビデオを記録した媒体，つまりＤＶＤ

ディスクそのものを意味します。

② コンテンツ（Contents）

情報の内容のこと。例えば，ＤＶＤビデオのコンテンツは，ＤＶＤに記録された動画

像データのことであり，物理的なディスクではなく，そこに記録された情報を意味しま

す。

③ リンク（Link）

和訳すると輪や関連のことであるが，プログラミングにおいてはプログラムを連結す

ることを意味し，ホームページにおいては，ハイパーリンク（Hyperlink）のこと，つ

まり他のページへ移動することを意味します。

④ ログ（Log）

和訳すれば日誌や記録のことであるが，情報社会ではサーバに残された記録のことを

意味する。例えば，ホームページを閲覧しただけでも，サーバには閲覧したユーザのＩ

Ｐアドレス（コンピュータを特定できるアドレス）や，その時刻とＵＲＬが記録されま

す。

⑤ 認証

本人であることを確認すること。ＳＮＳ（（４）③参照）のような会員制のサイトの

場合，ユーザＩＤやパスワードによる認証が必要なことが多くなります。



(4) インターネットや携帯電話におけるサービスに関する用語

① ブログ（Blog）

ウェブログ(Web Log)の略称で，特別なソフトウェアや知識が不要で，パソコンや携

帯電話から日記形式で手軽に書き込むことができるホームページのこと。無料でブログ

を開設できるサイトが数多く存在します。

② プロフ（自己紹介サイト）

プロフィールサイト（Profile Site）の略称で，主に携帯電話から利用されます。誰

でも簡単に無料で開設できるプロフが数多く存在し，趣味や血液型などの簡単な質問に

答えていくだけで，プロフを開設できます。

③ ＳＮＳ（Social Networking Service）

ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称で，インターネットや携帯電話によ

るコミュニケーションを目的としており，多くのＳＮＳでは認証が必要となります。無

料で開設できるＳＮＳが多くあり，あるユーザが他のユーザが開設したサイトを閲覧し

た場合にサーバに残った記録を足跡と言います。

④ ＢＢＳ（Bulletin Board System)

電子掲示板のことで，情報社会では単に掲示板や板とも呼ばれることがあります。書

き込まれた記事に対してレス（返信やコメントなど）を書き込むことができるＢＢＳが

多くあります。

⑤ スレッド（Thread)

和訳すると糸や筋道のことで，情報社会ではジャンル別の電子掲示板を意味します。

新たにスレッドを作成する際には，「スレッドを立てる」と表現します。

⑥ リアル

リアルタイムプロフやリアルタイムブログの略称で，電子メールなどで簡単に更新で

きるプロフやブログのことです。リアタイと略される場合もあります。

(5) インターネットや携帯電話におけるトラブルに関する用語

① 炎上・フレーム（flame）

ブログやＢＢＳ（（４）④参照）における論争などのために書き込みが殺到すること。

一般的には，そのサイトの管理者にとっては迷惑なことであるが，炎上させることを目

的とした意図的な書き込み原因の場合もあります。

② ネットトラブル(Net Trouble)

本研究では，インターネットや携帯電話などの利用により発生する問題をネットトラ

ブルと呼びます。



③ 架空請求詐欺

実際には利用していないことに対する架空の請求を行う詐欺行為です。メールや電話

で連絡を取ると登録されてしまい，事態は悪化し，更に催促を受けることになります。

不明なメールや電話には十分な注意が必要です。

④ ワンクリック詐欺

主にインターネットや携帯電話でサイトを閲覧しただけで登録料金や利用料金などを

請求してくる架空請求詐欺の一種です。画面表示に驚いて，連絡を取ると登録されてし

まい，事態は悪化し，更に催促を受けることになります。

⑤ フィッシング詐欺，フィッシングサイト，フィッシングメール，ＳＭＳ詐欺

実際に存在する企業や団体などとよく似たサイトやメールを装い，利用者のクレジッ

トカード番号やパスワードを送信させる詐欺行為のことです。携帯電話の簡易メール機

能（ＳＭＳ，後述）を利用した架空請求詐欺も増えていますので，注意が必要です。

⑥ なりすまし

インターネットや携帯電話で他人のユーザＩＤやパスワードを利用し，他人になりす

ますことです。不正アクセスとなり，児童生徒であっても処罰の対象となります。

⑦ ハッキング，ハッカー

不正な方法で他のコンピュータにアクセスすることをハッキングと言います。そして，

そのような行為を繰り返す者をハッカー呼びます。更に，ハッキングしたサイトの情報

を改ざんしたり，消去したりする者をクラッカーとも呼びます。もちろん，不正アクセ

スであり，処罰の対象となります。インターネット上では，ハッキングのための裏フリ

ーソフトなども出回っています。このような不正ソフトを利用すると，専門的な知識が

なくともハッキングができてしまうことがありますので，注意が必要です。

⑧ ファイル共有ソフト

インターネットを介して，匿名の利用者がファイル交換するためのフリーソフトのこ

と。著作者に無断でファイル交換される可能性があります。誤って，コンピュータのド

ライブ全体やドキュメントフォルダを共有に設定してしまうと，情報漏えいとなってし

まいます。また，専用のコンピュータウィルスが出回っており，セキュリティソフトで

も防げないことがあるため，情報漏えいの可能性が高まります。

秋田県では，このような危険性が高いため，業務コンピュータにインストールするこ

とを禁止しています。自宅のコンピュータでも情報漏えいの可能性が高まるので，ファ

イル共有ソフトのインストールは避けるべきでしょう。



情報モラル指導に役立つサイト（抜粋）

【教科の中で活用できるサイト】

(1) 情報モラル指導実践キックオフガイドにある実践事例を探す。

（ http://kayoo.info/moral-guidebook-2007/jisen/jisen2.html ）

(2) “情報モラル”授業サポートセンターにある実践事例を探す。

①校種別に探す。

ア）小学校 （ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_ps.html ）

イ）中学校 （ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_ms.html ）

②情報モラル事例別に探す。

ア）個人情報保護 （ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_kw10.html ）

イ）ネチケット （ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_kw20.html ）

ウ）セキュリティー，ウィルス （ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_kw30.html ）

エ）著作権 （ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_kw40.html ）

オ）掲示板，チャット（ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_kw01.html ）

カ）Webページ （ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_kw02.html ）

キ）メール （ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_kw03.html ）

ク）その他 （ http://sweb.nctd.go.jp/support/link_kw04.html ）

③その他（指導案やワークシートもダウンロード可能）

ア）実践事例をビデオで見る。

（ http://sweb.nctd.go.jp/g_support/video/index.html ）

イ）指導内容の類型ごとに探す。

（ http://sweb.nctd.go.jp/g_support/type/index.html ）

(3) 実践事例を検索して探す。

（ http://kayoo.info/moral-guidebook-2007/jirei/index.php ）

【秋田県総合教育センターホームページ】

情報モラル指導を教科の中で行う際に活用できるサイトとリンク

（ http://www.akita-c.ed.jp/e-moral/index.html#3 ）


